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表2　栄養素等摂取量の年次推移

摂取量（1人1日当たり）
指数
（昭和32年11月＝100）

32年11月　41年11月　47年11月　51年11月　52年11月　47年11月　52年11月

エネルギー

たん白質
うち動物性

脂肪
うち動物性

炭水化物

カルシウム

鉄
ビタミン｛A　B1　B2　C

穀類エネルギー比

動物性たん白質比

注）穀類エネルギー比＝穀類エネルギー／総エネルギー×100，動物性たん白質比＝動物性たん白質／総たん白質×100

図1　栄養素等摂取量と調査対象の平均栄養所要量

の比較　（調査対象の平均栄養所要量＝100）

50年　51年　52年

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC

　　調査対象の平均栄養所要量　　　　　（1人1日当たり）
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3．　世帯業態別にみた食生活

（1）食品群別摂取量を世帯業態別にみると，非農家世帯は農家世帯に比べて米類，いも類，豆類は少

なく，小麦類，肉類，卵類，乳・乳製品は多い（表3）。

（2）栄養素等摂取量をみると，非農家世帯は農家世帯に比べて，動物性たん白質は15％，脂肪も15％



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）

多く，特に動物性脂肪では28％も多いが，エネルギーは5％，炭水化物は11％少ない（表4）。

（3）栄養素等摂取量を世帯業態別の平均栄養所要量と比較した場合，非農家世帯はカルシウムを除い

て，農家世帯はカルシウム，ビタミンB2を除いて平均栄養所要量以上となっている（表4）。

表3　食品群別摂取量（世帯業態別） （1人1日当たり：g）

　全国
農家世帯 非農家世帯

平均 専業世帯 その他の世帯 平均 自営業者世帯 常用勤労者世帯 日雇労働者世帯 その他の消費者世帯

穀類｛米類　小麦類　大麦・雑穀

いも類

砂糖類

菓子類

油脂類

豆類

果実類

緑黄色野菜

その他の野菜・茸類
海草類

調味嗜好飲料

魚介類
動物性食品肉類

卵類
乳・乳製品

表4　栄養素等摂取量（世帯業態別） （1人1日当たり）

全国
農家世帯 非農家世帯

平均 専業世帯 その他の世帯 平均 自営業者世帯 常用勤労者世帯 日雇労働者世帯 その他の消費者世帯

エネルギー

たん白質
　　うち動物性

脂肪
　　うち動物性

炭水化物

カルシウム

　　鉄
ビタミン｛A　B1　B2　C

穀類エネルギー比

動物性たん白質比

平均栄養所要量に対する比率

（％）

エネルギー

たん白質

カルシウム

　　鉄

ビタミン｛A　B1　B2　C


